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SABTEC機械式定着工法
SS7組込プログラム取扱い説明書(2022年)概要
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SABTEC機械式定着工法SS7組込プログラムは、RC構造設計指
針(2019年)とRCS混合構造設計指針(2018年)に準拠した「RC柱梁接
合部」と「露出柱脚基礎梁」として、 SS7組込プログラム説明書(2019
年)発刊以来、幅広型直交基礎梁主筋定着部の梁主筋最小定着長
さに関する検定方式を選定できるように順次リリースしています。

これらより、 SS7組込プログラム説明書(2022年) では、2章「RC接
合部」を改定するとともに、鉄筋工事の合理化の観点より考案され
た鉄筋加工帳プログラム仕様を4章に掲載しました。

(一社)建築構造技術支援機構
－SABTEC機構－
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SABTEC技術評価取得・機械式定着工法
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メーカー名 工法名称
総則・
材料編

基本
設計編

応用
設計編

高強度
編

外定着
編

 オニプレート定着工法 ○

 FRIP定着工法 ○

(株)共英製鋼  タフ定着工法 ○ ○ ○ ○ ○

(株)合同製鐵  EG定板着工法 ○ ○ ○ ○ ○

 JFE条鋼(株)  ネジプレート定着工法 ○ ○ ○ ○ ○

(株)ディビーエス  DBヘッド定着工法 ○ ○ ○ － ○

「凡例」○：適用可、－：適用不可

　　高強度編：高強度RC柱梁接合部編、外定着編：柱主筋外定着方式編

○ ○ ○ ○

【タフ定着工法】タフネジナット、高強度タフネジナット、タフナット、タフヘッ
ドを用いた機械式定着工法 (高強度編には高強度タフネジナットのみ適用可)

(株)伊藤製鐵所

2章 RC接合部
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2,3

2.1 SABTEC機械式定着工法RC構造設計指針の基本事項
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4基本事項2.1.3 直交梁付きト形接合部の接合部形式

割増し幅無視方式【接合部形式C,D】 【接合部形式A0】

割増し幅考慮方式【接合部形A1,A2,B1,B2】

直

交

梁

加力梁
ΔBg＜0
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(接合部形式A0)
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基本事項2.1.4 慣用配筋と梁主筋外定着配筋の梁主筋定着長さ

(a)慣用配筋 (b)梁主筋外定着配筋 (c)慣用配筋

(外面合せ接合部)          (内面合せ接合部)           (心合せ等接合部)

(上図：SS7組込プログラム解説書・図1.4..4)
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4章 接合部横補強筋と柱部帯筋の加工帳プログラム仕様
4.1 提案する加工帳プログラム仕様の基本事項
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①鉄筋加工帳プログラム仕様

コンクリート
施工図

鉄筋
施工図

鉄筋加工帳
鉄筋絵符

切断
曲げ
加工

搬出
・運搬

図1 RC造配筋指針の付録A1による鉄筋加工の一般的なフロー

• 鉄筋工事では、通常，図1に示すように、柱、梁配筋諸元を基に作成された鉄筋施

工図より、接合部横補強筋と柱部帯筋の鉄筋加工帳が作成される。

• ただし、設計図書の柱、梁配筋諸元は，一貫構造計算プログラムの計算結果を基

に決定するので、SS7本体およびSS7機械式定着編の設計データを用い、鉄筋加工

帳データを作成できれば合理的である。

• 一方、SABTEC機械式定着工法設計指針11.1節によると、鉛直段差梁付き柱梁接合

部で決定する接合部補強筋の配置範囲より，設計上，柱梁接合部と上下柱に配置

すべき横補強筋の組数が定められる。これらの点を考慮し、SS7の設計データを

用いた接合部横補強筋と柱部帯筋の加工帳プログラム仕様を提案している。

• 本加工帳プログラムによると、設計段階で接合部配筋詳細の施工上の問題点を把

握できるとともに、鉄筋加工帳作成作業が格段に省力化される。
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②鉛直段差梁付き柱梁接合部における
接合部横補強筋と柱部帯筋の配置範囲

• 指針11.1節によると、鉛直段差梁付き柱梁接合部で決定する接合部横補強筋と

柱部帯筋の配置範囲は、地震力方向の接合部横補強筋比pjwhと柱部帯筋比pcwの

大小関係より、下記の1)または2)となる。

1)接合部横補強筋比pjwh≦柱部帯筋比pcwの場合、図2(a)および図3(a)

2)接合部横補強筋比pjwh＞柱部帯筋比pcwの場合、図2(b)および図3(b)

• 図2(a),(b)、図3(a),(b)では、左図が直交梁・正梁、右図が直交梁・逆梁としてい

る。

• ここで、接合部横補強筋の配置範囲を接合部範囲、柱部帯筋の配置範囲を柱部

範囲と略記する。
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9図2 左右梁せいが異なる十字形接合部における接合部範囲と柱部範囲
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(a)接合部横補強筋比pjwh≦柱部帯筋比pcwの場合

(b)接合部横補強筋比pjwh＞柱部帯筋比pcwの場合
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10図3 鉛直段差梁付き十字形接合部における接合部範囲と柱部範囲

(a)接合部横補強筋比pjwh≦柱部帯筋比pcwの場合

(b)接合部横補強筋比pjwh＞柱部帯筋比pcwの場合
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③接合部横補強筋と柱部帯筋組数集計の注意点

• 図2(a)および図3(a)に示すように、接合部横補強筋比pjwh≦柱部帯筋比pcwの場

合、柱梁接合部に接続する上下柱範囲が柱梁接合部内に拡大し、指針7.1節で想

定した接合部範囲よりも縮小するので、鉄筋工事の際、接合部範囲に配置する

接合部横補強筋組数に注意が必要である。

1)加工帳プログラムでは、pjwhはSS7組込プログラムによる接合部横補強筋比と

し、pcwはSS7本体による柱部帯筋比とする。

2)ただし、SS7組込プログラムによる「断面省略部材」機能で接合部横補強筋比

pjwhが算定されていない場合、SS7本体で設定されている構造規定による接合部

横補強筋比とする。

4.2 接合部横補強筋と柱部帯筋に係わる寸法諸元
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① 接合部範囲DjX,DjYと柱部範囲hcX,hcY

• 図2の左右梁せいが異なる十字形接合部および図3の鉛直段差梁付き十字形接

合部と同様，それぞれ接合部範囲と柱部範囲の算定式が定められる。

② 接合部横補強筋の組数NjX, NjY

• 接合部範囲に配置すべき各地震力方向の接合部横補強筋の組数は、SS7組込
プログラムの場合、1)の断面省略部材(省略)無と2) 断面省略部材(省略)有の算
定式で定められる。ただし、接合部横補強筋の中子筋本数njoは、1)断面省略
部材(省略)無では、SS7機械式定着編の計算値とし、2)断面省略部材(省略)有
では、SS7本体の出力値とする。

③ 柱部帯筋の組数NcX, NcY

• 柱部帯筋の組数は、SS7本体の柱部帯筋間隔を用いて定められる。
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4.3 接合部横補強筋と柱部帯筋の加工寸法
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① 外周筋の加工寸法

外周筋の加工寸法Rx,Ryは，式(16)で算定する(図4 参照)。

RcX=DcX-(2Co+Δ) 、 RcY=DcY-(2Co+Δ)

(16)

ここに、DcX, DcY：柱幅および柱せい、Co：設計かぶり厚さ、Δ：加工誤差

② 中子筋の加工寸法

中間柱主筋が1本の場合，中子筋は，末端135°フック付きまたは180°フック付

きとし、中子筋を複数の中間柱主筋に取り付ける場合、中子筋幅は中間柱主筋

位置より算出される。

Cy

Cy

dtx dtx

CxCx

Δc

Δc

Rx

Ry

Bc

DcSy

Sx

Do dco

dwo

dty

dty

図4 柱部外周筋の加工寸法

接合部横補強筋と柱部帯筋の加工帳データ出力例
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層
X
軸

Y
軸

符号
h
mm

方
向

形
状

Dc
mm

Dg
mm

jtgo
mm

段差
有無

省略
有無

種類
1

呼び
名1

種類
2

呼び
名2

pjwh
%

pcw
%

xc

mm
Dj
mm

hc
mm

njo
本

nh
組

Nj
組

Nc
組

Rc
mm

RF 1 A 12C1 3000 X L形 1000 850 640 無 無 SD345 D13 SD345 D13 0.35 0.50 100 750 2250 2 6 5 24 915
Y L形 1000 750 540 無 無 0.25 0.20 100 850 2150 0 7 7 23 915

12F 1 A 12C1 3000 X ト形 1000 850 640 無 無 SD345 D13 SD345 D13 0.35 0.50 100 750 2250 2 6 5 24 915
Y ト形 1000 750 540 無 無 0.25 0.20 100 850 2150 0 7 7 23 915

9F 1 A 8C1 3000 X ト形 1000 850 640 無 無 SD345 D13 SD345 D13 0.35 0.50 100 750 2250 2 6 5 24 915
Y ト形 1000 750 540 無 無 0.25 0.20 100 850 2150 0 7 7 23 915

9F 2 B 8C2 3000 X 十字形 1000 850 640 有 有 SD345 D13 SD345 D13 0.20 0.50 100 750 2250 0 6 24 915
Y 十字形 1000 750 540 有 有 0.20 0.20 100 850 2150 0 5 23 915

1F 1 A 1C1 3000 X L形 1000 850 640 無 無 SD345 D13 SD345 D13 0.35 0.50 100 750 2250 2 6 5 24 915
Y L形 1000 750 540 無 無 0.25 0.20 100 850 2150 0 7 7 23 915

 【記号】
h ：階高                     　      [mm] xc ：柱部帯筋間隔　　           　　　　　　   [mm]
Dc ：柱せい                    　    [mm] jtgo ：梁上下最外縁主筋の中心間距離　　         [mm]
Dg ：梁せい                          [mm] njo：接合部中子筋の本数                        [本]
Dj ：接合部範囲             　       [mm] nh：接合部横補強筋の必要組数 (SS7計算結果)     [組]

hc ：柱部範囲                        [mm] Nj：接合部横補強筋の組数                       [組]
pjwh：接合部横補強筋比 (SS7計算結果)  [%] Nc：柱部帯筋の組数                          　 [組]
pcw：柱部帯筋比 (SS7計算結果)　    　 [%] Rc ：柱部帯筋、接合部横補強筋(外周筋)加工寸法  [mm]

種類1,2：柱部帯筋および接合部横補強筋の種類  

呼び名1,2：柱部帯筋および接合部横補強筋の呼び名


